
市議会１２月定例会に伴う記者会見 

 

 

日 時 令和４年１２月５日（月）午後１時３０分～ 

場 所 飯山市役所 ３階 ３１号会議室       

 

 

会見事項 

 

 

１ 市議会１２月定例会の提出議案について 

 

 

 

 

 

２ 飯山市雪かき支援事業について 

 

 

 



月 日 曜日

12 12 月 本会議（招集、議会構成） 全協午前9:30、開会午前10:00

13 火 本会議（議案上程）

14 水 休会（議案調査）

15 木 休会（議案調査）

16 金 休会（議案調査）

17 土 休会

18 日 休会

19 月 休会（議案調査）

20 火 本会議（一般質問）

21 水 本会議（一般質問）

22 木 本会議（一般質問）

23 金 委員会審査

24 土 休会

25 日 休会

26 月 休会（議案整理）

27 火 本会議（委員長報告・採決）

【会期は、１２月１２日～１２月２７日までの１６日間】

議運 午後1:30　全協 午後2:15
(議運・全協が開催されない場合があり
ます。）
開会 午後3:00

令和４年１２月定例会日程(案）

日　程　事　項 備　　考

写真撮影午前9:30、開会午前10:00
本会議終了後～　全協



 

令和４年市議会１２月定例会提出議案一覧 

 

《補正予算案》 

 議案第１１１号 令和４年度飯山市一般会計補正予算（第８号） 

 議案第１１２号 令和４年度飯山市一般会計補正予算（第９号） 

 議案第１１３号 令和４年度飯山市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

 議案第１１４号 令和４年度飯山市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

 議案第１１５号 令和４年度飯山市特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

 議案第１１６号 令和４年度飯山市福祉企業センター特別会計補正予算（第２号） 

 議案第１１７号 令和４年度飯山市簡易水道特別会計補正予算（第２号） 

 議案第１１８号 令和４年度飯山市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 

 議案第１１９号 令和４年度飯山市介護保険特別会計補正予算（第２号） 

 議案第１２０号 令和４年度飯山市ケーブルテレビ事業特別会計補正予算（第３号） 

 議案第１２１号 令和４年度飯山市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

 議案第１２２号 令和４年度飯山市水道事業会計補正予算（第２号） 

 

《条例案》 

 議案第１２３号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

 議案第１２４号 飯山市職員の定年等に関する条例等の一部を改正する条例 

 議案第１２５号 飯山市地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化のための固定資産税

の課税免除に関する条例 

 

《事件案》 

 議案第１２６号 市道路線の認定について 

 議案第１２７号 市道路線の変更について 

 議案第１２８号 専決処分事項の承認を求めることについて 

         【令和４年度飯山市一般会計補正予算（第７号）】 

 

 

資料１－１ 



（一般会計　第８号補正）

補 正 予 算 額 千円

補 正 前 予 算 額 千円

計 千円

「補正額計」の欄の（　）内数値は一般財源 　　　　　　　　　　（単位：千円）

所属 補正額計 新継 主な事業 補正額
左のうち
一般財源

説　　明 補正後の額

総務部 37,284 新 雪かき支援事業 37,284 35,340 除雪困難世帯の雪下ろし及び排雪等の支援に要する経費 37,284

(35,340)

（一般会計　第９号補正）

補 正 予 算 額 千円

補 正 前 予 算 額 千円

計 千円

「補正額計」の欄の（　）内数値は一般財源 　　　　　　　　　　（単位：千円）

所属 補正額計 新継 主な事業 補正額
左のうち
一般財源

説　　明 補正後の額

総務部 282,675 継 財産管理経費 5,400 5,400 電気料金及び燃料価格高騰に伴う増 71,199

(△18,884) 継 ふるさと寄附金推進事業 304,000 0
個人版寄附金の増収見込み及び企業版寄附金の増収に
伴う経費の増

1,087,600

民生部 9,376 継 介護・訓練等給付事業 27,700 6,925 実績に基づく給付費の増 534,990

(△8,691) 継 医師招聘推進事業 3,600 0 医学生奨学金の貸付対象者の増 24,800

経済部 107,552 継
原油価格・物価高騰対応
農業者事業継続支援事業

76,420 45,807
生産資材等の価格高騰の影響を受けているきのこ生産農
家等への支援に要する経費

101,170

(81,421) 継 中部土地改良区補助事業 2,680 2,680
電気料金高騰に伴う補助金及び県の補助事業の増工に伴
う増

15,040

新 飯山市スキー場支援事業 20,000 20,000
市内スキー場誘客イベントへの補助を通じ、スキー場及び
宿泊・飲食事業者等の事業継続支援及び経済回復を図る
ための経費

20,000

建設水道部 63,905 継 橋りょう整備事業 32,000 5,452 資材の物価高騰等に伴う工事費の増 99,334

(47,357) 継 除雪対策事業 39,200 39,200
電気料金高騰に伴う光熱水費及び除雪体制拡充に伴う経
費の増

970,100

教育部 18,836 継 小・中学校管理事業 26,500 26,500 電気料金高騰に伴う光熱水費の増 159,288

(40,824)

文化振興部 10,410 継 飯山市文化交流館管理事業 5,700 5,700 電気料金高騰に伴う光熱水費の増 42,992

(10,410)

16,582,343

17,075,097

492,754

令 和 ４ 年 度 12 月 補 正 予 算 ( 案 ） の 概 要

37,284

16,545,059

16,582,343

令 和 ４ 年 度 12 月 補 正 予 算 ( 案 ） の 概 要

資料 １-２



（特別会計等）

「補正額計」の欄の（　）内数値は一般会計繰入金

会計 補正額計 新継 主な事業 補正額
うち一般

会計繰入金
説　　　明 補正後の額

公共下水道事業特別会計 13,167 継
維持管理一般事業
(飯山地区）

20,500 0 電気料金高騰に伴う光熱水費の増等 144,611

(0)

国民健康保険特別会計 9,773 継
保険給付費等交付金償還
金

9,442 0 保険給付費等の精算に伴う増 18,743

(331)

特定環境保全公共下水道 8,103 継
維持管理一般事業
(戸狩地区）

9,200 0 電気料金高騰に伴う光熱水費の増 66,306

事業特別会計 (0)

福祉企業センター特別会計 1,680

(0)

簡易水道特別会計 2,700 継 斑尾簡水維持管理事業 2,700 0 電気料金高騰に伴う光熱水費の増 13,314

(0)

農業集落排水事業特別会計 15,172 継 維持管理事業（瑞穂） 6,400 0 電気料金高騰に伴う光熱水費の増等 30,007

(0)

介護保険特別会計 71,903 継 施設介護サービス給付事業 35,470 4,434 実績に基づく給付費の増 1,015,470

(9,167)

ケーブルテレビ事業特別会計 6,600 継 ケーブルテレビ運営事業 6,600 0 電気料金高騰に伴う光熱水費の増等 214,503

(0)

後期高齢者医療特別会計 △ 1,270

(△8,270)

水道事業会計 3,696

(0)

131,524

(1,228)

令 和 ４ 年 度 12 月 補 正 予 算 （ 案 ） の 概 要

計
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1、事業概要

冬期間における市民の安全と安心を確保するため、自らの労力で自宅などの

除排雪ができない除雪困難世帯へ「雪かき支援員」を派遣し、雪下ろしや排雪

などの支援を行います。また、雪かき支援員は1チーム4人の最多８チーム編成

とし、市民を中心に市の会計年度任用職員(臨時職員)として雇用していきます。

令和4年度は実証試験として、市内で高齢化率の高い集落の中から、実施の

可能性や地域バランスなどを総合的に勘案して、選定した集落を特区として位

置づけ実施します。その結果を検証し、次年度から制度を創設し、地域全体へ

の拡大と冬期における雇用創出を目指して取り組みます。

２、支援対象集落の候補地

高齢化率が５0%以上の集落の中から、地域バランスを考慮し、東西南北の

区域と市街地の中から実証試験を行う集落を候補地として選定しました。

今後は、候補地とする地区区長会で説明し、理解のもと進めます。

⑴ 飯山地区 田町区

⑵ 秋津地区 深沢区

⑶ 瑞穂地区 小菅区、針田区

⑷ 柳原地区 涌井区、堰口区、大平区

⑸ 富倉地区 中谷区、倉本区、滝ノ脇区、濁池区

⑹ 岡山地区 温井区、藤沢第一区及び藤沢第二区

３、支援対象世帯の要件

⑴ 高齢者世帯（65歳以上のみの世帯又は65歳以上と18歳未満のみの世帯）

⑵ 母子・父子世帯（現に配偶者がいない65歳未満の母又は父と18歳未満のみの世帯）

⑶ 高齢者世帯と母子・父子世帯の混合世帯

⑷ 傷病・障がい者世帯（生計の中心となる者が、傷病又は心身の障がい者である世帯）

⑸ 入院世帯

（在宅に戻ることが確実である短期的な入院により、住居が一時的に留守となる世帯）

⑹ 冬期間不在となる世帯で管理人を定めて管理する世帯

⑺ 生活保護世帯とこれに準ずる世帯又は上記⑴～⑷に準ずる世帯で、

市長が特に必要と認める世帯

⑻ その他市長が特に必要と認める世帯

４、支援対象外世帯の要件

⑴ 申請書に虚偽の記載があった場合

⑵ 年間を通じて、住居が使用されていないと認められる場合

⑶ 親族など（世帯員の父母、子）の扶養義務者などが、市内や近接する

市町村（栄村、野沢温泉村、木島平村、中野市、山ノ内町）に居住し

ていて、自らの労力で除排雪ができると明らかに認められる場合

⑷ 随時行うアンケート調査に協力いただけない場合

６、支援対象世帯別の無料・有料の区分

飯山市雪かき支援事業 導入実証試験 （案） 1/2

５、雪かき支援で世帯に負担していただく金額（実費の一部）

⑴⑵は1時間未満の場合の金額は、30分未満は半額、30分以上は全額

資料１－３

※の世帯は所得に

応じて金額を設定

【有料の世帯における金額の例】

※⑶は世帯の合計所得金額、 ⑷は扶養義務者などの合計所得金額
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⑻ その他市長が特に必要と認める世帯

７、雪かき支援員の任用

⑴ 支援員の編成 ４人1チームで最多8チーム（32人）編成

⑵ 設置期間 令和4年12月15日(予定）～令和5年3月31日

⑶ 任用 ① 飯山市会計年度任用職員（臨時職員）

② 概ね18歳から7５歳までの方で、職務の遂行能力、

作業資格、健康状態などを考慮し、市長が任用

⑷ 勤務時間、報酬

① 勤務時間：8時30分から17時15分まで（7時間45分）

② 報酬 ：月額182,200円 (除雪オペレーター同額）

但し、班長は10,000円増

⑸ 業務

① 高齢者世帯、心身障がい者世帯、母子世帯などで自力で除雪の困難な

世帯の住居建物などの除排雪支援

② 集落内の見通しが悪い交差点の除排雪支援

③ 集落施設、公共施設の除排雪支援

④ 児童、生徒の通園・通学路の除排雪支援

⑤ 緊急的な対応が必要な除排雪支援

⑥ その他市長が必要と認めて指示する業務

10、 スケジュール

１１月～ 事業設計

11日～ プロジェクト推進員雇用

15日 先進地視察（栄村）

21日 市議会全協、進捗状況説明

１２月 ２日 市区長会協議会検討状況説明

5日 市議会全協議案説明

9日～ 支援対象集落地区区長会検討状況説明

（9日飯山、瑞穂、岡山 13日柳原 14日秋津 15日富倉）

12日～ 12月市議会定例会

議決後、 ■支援対象世帯募集、受付、認定

■雪かき支援員募集、任用

：

□支援対象世帯の除排雪開始

【支援対象世帯】

・申請 ・負担金支払い

・アンケートの回答

【飯山市】

・支援対象世帯の募集、認定

・支援員の募集、任命、給与の支給

・支援対象世帯から負担金の徴収

・アンケート調査、事業の検証

【雪かき支援員】

・支援対象世帯の住居などの除排雪

・担当集落の見回り、その他の支援

・スケジュール調整、連絡

・作業報告

８、 事業スキーム（実証試験版）

９、 事業費 ３７，２８４千円

（内訳） 人件費 ２６，４４７千円

需用費 ２，５９２千円（消耗品、燃料、修理など）

保険料 ７５千円（車両保険）

借上料 ４，６９０千円（機械等運搬車、作業車など）

備品購入費 480千円（アルミブリッジ）

補償・賠償料 ８００千円

飯山市雪かき支援事業 導入実証試験 （案） 2/2

※⑶は世帯の合計所得金額、 ⑷は扶養義務者などの合計所得金額


